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 急速にグローバル展開を推し進める日本企業にとって「海外における組織の適正な運営」「グローバル人材の育

成と現地社員の活用」の重要性は日に日に高まっています。また結果としてそれら巧拙が経営目標の達成に大きな

影響を与えていることは、周知の事実であります。 

 PwCでは世界経済の先行の不透明感が増す昨今、従来の管理会計での経営モニタリングに加えて自社の海外

現地社員の視点で現在のビジネスのありようを知ることは、今後のグローバルビジネスの展望やリスク管理を検討す

る上で重要であると考えております。実際に多くの欧米系多国籍企業はこのような観点から単に従業員の満足度を

観測するだけではなく、各国の拠点において持続的・安定的な経営が実施されているかどうかをモニタリングする

ツールとして「従業員意識調査」を幅広く活用しています。 

 

これまで日本企業では欧米系多国籍企業のようなグローバル規模での「従業員意識調査」は殆ど行われてきませ

んでした。その主な理由として 

① 言語対応を含めた調査コストに見合う調査結果が得られない 

② 調査期間が長期化し、グローバルで集計できない 

③ 調査結果と現在の経営管理との整合がとれず調査結果が経営に活かせない 等が挙げられます 

 

PwCでは上記の問題に対して、「低価格」「短期間」「グローバル集計」「経営管理との連動（ＢＳＣフレーム）」が可能

な従業員意識調査サービスとしてグローバル・ピープルサーベイ をご案内させて頂きます 

ご案内の背景 

グローバル・ピープルサーベイ のフレームワーク 

グローバル・ピープルサーベイは欧米系多国籍企業が実施している全世界従業員調査を可能にするWebベー

スの従業員意識調査です。調査は58の質問項目から構成され、通常の満足度調査に加えてバランス・スコア

カード(BSC)のフレームワークで、従業員の所属する拠点の経営課題を従業員の視点から可視化します 

社員の職階 

ホワイトカラーの社員を 
「経営者（社長）」「管理
職」「一般職」で区分 

社員の職種 

社員の職種を「営業」
「製造」「管理」で区分 

所属拠点（部門） 

社員を所属する会社も
しくは部門単位で集計 

社員の処遇 

社員を「駐在員」と「現
地雇用」で区分 

満足度 

個人が会社に満足してい
るかとその要因を調査 

流動性 

社員の他の就業機会へ
の流動性を調査 

定着指向性 

社員が会社に残りたいか
どうかを調査 

価値観 

個人が何に重きを置いて
働いているかを調査 

マネジメントの視点 

顧客の視点 

業務の視点 

人材開発と成長の視点 

調査カテゴリーは「報酬と評
価」「福利厚生」「配置とキャリ 
ア形成」「教育・能力開発」 

調査カテゴリーは「業務オ
ペレーションの管理」「社内
コミュニケーション」 

調査カテゴリーは「企業の
提供価値」「顧客志向」「ブ
ランド」 

企業グループ内外の 
ベンチマーキングの実施 

PwC Global 
People Survey 

調査カテゴリーは「経営戦略」
「組織」「リーダーシップとガバ
ナンス」「業績管理」「コンプラ
イアンスとＣＳＲ」 
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グローバル・ピープルサーベイの主な特徴 

サンプルレポートイメージ 

１. 従来型の従業員満足度調査に加えて、バランス・スコアカードによる経営課題の可視化を提供 

 バランス・スコアカードの4つの視点について、従業員全般の評価・認識傾向や、「経営者」「管理職」「スタッ 

  フ」間、あるいは「駐在員/現地従業員」間での認識差を分析することにより、拠点の経営課題を抽出 

 経営課題と従業員の「満足度」や「定着性向」との関連性を分析することにより、優先度の高い経営課題の特定 

  を行い、具体的施策立案に寄与 

本調査ではバランス・スコアカードのフレームワークを通して、従業員の企業に対する認識や満足度を多面的に調査・分
析するため、従来の従業員の満足度、流動性リスク評価に加えて、海外拠点の経営課題の発見を可能にします 

３. 企業グループ全体を通じた地域・事業ごとの比較分析から拠点単体の分析まで幅広く対応  

 調査実施・報告期間：標準約2カ月 （調査内容のカスタマイズがない場合） 

 費用：150万円より （ ※費用は参加拠点数、参加者数、使用言語数により個別にお見積り致します） 

本調査では世界各国に展開する現地拠点を同一のフレームワークで一元的に調査することを目的として開発され、各
現地法人の経営のベンチマーキングを提供します。また、参加企業には一定同時期間中に参加した他企業の全体平
均値など、外部ベンチマーキングを提供します 
 

２. 拠点人材マネジメントのリスク回避のみならずグローバルベストプラクティスの構想に寄与 

 従来型の単なる満足度のみならず、「貢献意欲」や「定着性向」を調査・分析。リスク回避のための消極  

  施策に留まらない示唆を提供 

 従業員が重要視している職場の価値観を調査・分析。多様性による施策への示唆を提供 

  一調査ごとに「グローバルアウトルック」「地域（事業）別サマリー」「個社別レポート」を提供 

  「グローバル」「地域（事業）」「個社」の括りで階層化して、共通の課題を分析して提供 

 参加企業の全体平均などを外部ベンチマークデータとして提供 

本調査では、「採用」「処遇」「配置」「評価」「育成」といった人事管理への不満によるネガティブインパクトのみならず、
「組織運営」「業務プロセス」「人事管理」から生まれるポジティブインパクトを分析することにより、グローバルマネジメント 
のベストプラクティスの方向性を抽出します 

4. Ｗｅｂ調査により低コスト・短期間で多言語での複数拠点同時調査が可能 

BSC Management review 

BSC Management review 

2.5 3.5 3.6 3 3 3.2 2 4 4 
人材開発と
成長の視
点 

2.63 3.3 3.7 3 3 3.4 2.25 3.6 4 平均 

3 

2 

2 

Staff 

3 

4 

3.4 

Mgr 

4 

4 

4 

MD 

拠点(1) 

3 

3 

3 

Staff 

3 

3 

3 

Mgr 

3 

3.4 

4 

MD 

拠点(2) 

3.5 

3.7 

４ 

MD 

全社 

3 

3.5 

3.2 

Mgr 

3 

2.5 

2.5 

Staff 

業務の 
視点 

顧客の 
視点 

マネジメン
トの視点 

Attraction & Retention outlook 

1 

2 

3 

4 

1 2 3 4 
満足度 

定
着
指
向
性

 

管理 
製造 
管理 

80% 

8% 

25% 

Attraction & Retention outlook 

37% 10% 3 3.2 3 3 拠点B 

30% 20% 3 3.2 2 3.4 拠点Ａ 

40% 5% 2 3.8 2.8 2.8 拠点C 

36% 

Staff 

12% 

Mgr 

流動比率 

Staff Mgr Staff Mgr 

2.7 3.4 2.6 3.1 平均 

定着指向 満足度 

円の大きさは
流動性（転
職希望者/
回答者合
計） 



PwC 

本資料は概略的な内容を紹介する目的で作成されたもので、プロフェッショナルとしてのアドバイスは含まれていません。個別にプロフェッショナルからの
アドバイスを受けることなく、本資料の情報を基に判断し行動されないようお願いします。本資料に含まれる情報は正確性または完全性を、（明示的にも
暗示的にも）表明あるいは保証するものではありません。また、本資料に含まれる情報に基づき、意思決定し何らかの行動を起こされたり、起こされな
かったことによって発生した結果について、プライスウォーターハウスクーパース株式会社、およびメンバーファーム、職員、代理人は、法律によって認め
られる範囲においていかなる賠償責任、責任、義務も負いません。  

© 2011 PricewaterhouseCoopers Co., Ltd. All rights reserved. In this document, “PwC” refers to PricewaterhouseCoopers Co., Ltd., which are 
member firms of PricewaterhouseCoopers International Limited, each member firm of which is a separate legal entity.  

*インタビュー形式による裏付け調査等はオプションとなります 

サービス受付・お問い合わせ窓口 
プライスウォーターハウスクーパース株式会社    
担当： 樋口高弘 
E-mail： hr.services@jp.pwc.com 
 
調査責任者：パートナー 若林 豊 

調査の基本的な流れ 

調査項目とスケジュールの確認 1 

ガイダンスにしたがって質問の回答を 
専用ウェブサイト経由で送付 

2 

回答を回収して集計 3 

インタビュー*の実施 4 

集計結果の分析と調査報告書 
の作成 

5 

最終報告 6 

<PwCの役割> 
調査オペレーション・スケジュール・回答
者属性・インタビュー *日程の確認 

<PwCの役割> 
回答の精査と集計の実施 

<PwCの役割> 
インタビュー *の実施と内容のまとめ 

<PwCの役割> 
集計結果の分析・課題の抽出 
打ち手の検討と報告書の作成 

<PwCの役割> 
調査報告の実施と課題解決のための 
ディスカッションの実施 

<PwCの役割> 
調査ガイダンスの提供・調査進捗の 
モニタリング 


